
１　本年度の重点目標

Ⅰ　信頼される豊かで活力ある学校づくりの推進
Ⅱ　自ら学び考える力を育む教育の推進
Ⅲ　豊かな心を育む教育の推進
Ⅳ　たくましく健やかな体を育む教育の推進
Ⅴ　時代を見通し、広い視野を育む教育の推進

２　自己評価結果に対する学校関係者評価

評価
平均

分野
平均

達成
状況

改善の方策
自己評価
の適切さ

改善策の
適切さ

1
育成を目指す３つの資質・能力　〇知識・技能「次の学習に生かされる知識・技能」、〇思考力・
表現力・判断力「自分の思いや考えをわかりやすく伝える力」、〇学びに向かう力・人間性「仲間
とともに学習や生活を楽しむ態度」を意識して教育活動を展開していくことができたか。

3.67

2
生徒の努力や長所を認め、夢や可能性に向かってたくましく生きる生
徒の育成に努めてきたか。

3.63

3
学校経営の重点を理解し、教育目標の達成に向けた教育活動に主体的
に関わったか。

3.57

4
教育公務員としての職責の重大さを自覚し、服務規律の遵守に努めた
か。

3.87

5
教職員のワークバランス（仕事と生活の調和）の視点を積極的に取り
入れるなど、「働き方改革」をすすめたか。

3.20

6 学年・分掌等で協力し、組織的に業務を遂行したか。 3.60

7
職員間での報告・連絡・相談＋確認がなされ、必要な情報が共有され
ていたか。

3.50

8
校長や教頭との学校職員人事評価制度の面談や職員のモラル向上、メ
ンタルヘルスへの対応に向けた相談は適切に行われたか。

3.73

9
学校が保護者や地域に開かれ、各種たよりやＨＰを通じて情報発信を
行ったか。

3.73

10
ＰＴＡ活動や育成会等の活動を通し、家庭・地域との連携を図った
か。

3.53

11 校区小学校との連携とその組織化に取り組み、小中連携を進めたか。 3.67

12
生徒指導や進路指導などで、高校との情報共有や,大学など校区にあ
る教育機関との連携に取り組んだか。

3.57

13
コミュニティ・スクールについて理解し、本校の教育活動が地域・保
護者に理解され、協力しながら教育活動をすすめることができたか。

3.47

教
務
部

1
教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間の年間指導計画を適切に
作成し計画に基づいた指導及び評価の工夫改善を進めたか。（ｶﾘｷｭﾗ
ﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの充実）

3.50

2 指導方法や学習形態を工夫し、基礎・基本の確実な定着を図ったか。 3.70

3 「主体的、対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に努めたか。 3.53

4 ＩＣＴを活用した授業改善を進めたか。 3.60

5
教育活動の様々な場面で、コミュニケーション能力や表現力を高める
ように工夫して指導したか。

3.70

6 家庭での学習習慣を定着させるように指導したか。 3.33

7 放課後の補充的な学習支援等を行い、生徒の学力向上に努めたか。 3.23

夢や可能性に向かってたくましく生きる生徒の育成 ～生徒が主人公の教育の推進～

A

分掌 № 評　価　項　目　
自己評価

教
育
課
程
・
学
習
指
導

3.52 Ａ

　課題の配信やタブ
レット端末の持ち帰
りにより、家庭学習
への取組の形態が多
様化した。学校にお
ける指導が、家庭で
の個別の学びにつな
がっていくよう、指
導の工夫や継続を
行っていきたい。
　放課後学習では生
徒たちが進んで参加
できるよう、日常的
な教育相談の充実に
努めていきたい。
　少人数指導は評価
は低いが、数学、英
語において非常に成
果が上がっている。

（様式１）
令和4年度　自己評価及び学校関係者評価書

令和5年1月16日
江別市立大麻中学校

４：よい　　３：おおむねよい　　２：ややよくない　１：よくない　

A
研
究
部

学校関係者評

経
営
方
針
の
重
点

3.59 Ａ

　３．５以上の評価
となっていないのは
項目5のワークバラ
ンス。日々の業務を
きちんとこなしてい
る以上項目5は大き
く上がることはない
ように感じる。大麻
中学校の労働環境は
通常学級１２クラス
（学年４クラス）と
特別支援学級４クラ
スで加配もあり、職
員のバランスが非常
に良く、じっくりと
自分の役割をこなす
ことができる環境で
ある。そこで次のよ
うな方策を実行して
いく。①前期の所見
をなくす、②ＰＴＡ
活動の効率化、③各
種調査のフォームの
利用、④テスト採点
システムの導入、⑤
勤務時間外の保護者
からの電話連絡及び
面会・懇談は原則受
け付けない、⑥進路
費を諸費での引き落
としにする、⑦保護
者あて文書はメール
配信・印刷物の配布
を減らしていく。

A A

分野



8
朝読書や読書啓発を通じて、豊かな心を育てる読書活動の充実に努め
たか。

3.47

9
総合的な学習の時間の計画に基づいて、地域や社会と積極的に関わる
体験活動を行い、学習の成果を効果的に発信したか。

3.67

10
キャリア教育の視点から各教育活動の中で、生き方や正しい職業観を
身につけさせる指導に努めたか。

3.57

指
導
部

11
生徒会・学年・学級が連動する委員会活動を行い、生徒の創意を生か
し、充実感や所属感を高める活動に取り組んだか。

3.60

12 教材研究を十分に行い、工夫した教科指導を実践したか。 3.50

13 評価規準をもとに、明確な評価方法で適切な学習評価をしたか。 3.57

14
少人数指導およびＴＴ、習熟度別による授業を適切に行い、成果を上
げたか。

3.40

15
身に付けさせたい３つの資質・能力を意識し教科指導を実践できた
か。※次年度の３観点の評価にもつなげられうように。

3.50

1
連絡・報告・相談＋確認を徹底し、職員全体で生徒指導に取り組む体
制となっていたか。

3.53

2 いじめの未然防止や早期発見に取り組み、適切に対処したか。 3.57

3 不登校傾向の生徒・保護者の心に寄り添い、適切に対応したか。 3.60

4
生徒理解のもと、集団生活の規律や安全に対する習慣形成に取り組ん
だか。

3.67

5
保護者や地域社会、関係機関と連携し、問題行動を未然に防ぐ取組を
実施したか。

3.60

6
「えべつｽﾏｰﾄ4RULES」の取組を進め、携帯電話やインターネット
に関する正しい使い方など、情報モラル教育の充実に努めたか。

3.37

1
特別の教科「道徳」の授業交流や公開を行い、豊かな心を育てる道徳
指導の充実に取り組んだか。

3.27

2
道徳の教科書等を活用したり、外部講師による話しを聞き、心に響く
多様な指導を工夫したか。

3.43

3
道徳教育の中で、自他を大切にし、互いに認め支え合う人権教育を推
進したか。

3.47

1
研究主題に基づき、一人一公開授業等、実践的指導力の向上に取り組
んだか。

3.33

2 授業力向上のために教科部会等を活用し研修の充実に取り組んだか。 3.53

1
災害や交通事故に対する指導とともに、危機回避能力を身につけさせ
る指導を工夫したか。

3.67

2
薬物乱用、喫煙防止等に関する指導を行い、健康に対する実践的な態
度を養ったか。

3.70

1
校内支援委員会（サポートミーティング）は効果的に機能していた
か。

3.60

2 保護者や関係機関との連携は円滑に行ったか。 3.73

3 教職員の研修や情報交流を適切に行ったか。 3.57

1 施設・設備の安全・維持管理のための点検や整備に取り組んだか。 3.77

2 校舎内外の清掃を徹底し、清潔な教育環境を創りだしたか。 3.67

教
務
部

3 効果的な展示や掲示を工夫し、潤いのある環境づくりに努めたか。 3.60

環
境
部

3.69 Ａ
　今年度と同様の実
践を継続する。

AA

A

特
別
支
援
教
育

教
務
部

3.63 Ａ
　今年度と同様の実
践を継続する。

A A

健
康
安
全
教
育

指
導
部

3.68 Ａ
　今年度と同様の実
践を継続する。

A

事
務
・
教
育
環
境

A

研
修
活
動

研
究
部

3.43 Ａ

　主題を念頭においた
授業づくり。深い学び
の実現。ICT機器を活
用して個別最適な学
び・協働的な学びの実
践を重ねる。

A A

道
徳
教
育

教
務
部

3.39 Ａ

　道徳教育について
は、授業の交流を中
心に改善していける
ように検討や計画を
していく。

A

前
の
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す

教
務
部

生
徒
指
導

指
導
部

3.56 Ａ

　昨年度末や今年度
中間の数値と比較す
ると、数値の改善が
みられる項目が多
く、概ね満足できる
結果として受け止め
ている。
　情報モラル教育に
ついては心配な面も
あるが今後充実した
教育ができるよう継
続して取り組む。

A A
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教
務
部
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あ
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前
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り
ま
す



4
年間指導計画に基づいて食育指導を行うとともに、指導法や教材開発
の工夫改善に努めたか。

3.67

5
課題に対応した効果的な予算編成が計画され、職員の理解のもと、執
行が進められたか。

3.77

6
諸事務は適切にすすめられ、制度の周知に基づくコンプライアンスの
確立に寄与できたか。

3.80

7
子どもの貧困対策としての就学保障制度の理解を進めることができた
か。

3.53

1
切磋琢磨し、所属感や目標達成に努力する態度を育む部活動が保護者
の理解を得て運営されたか。

3.53

2
北海道アクションプランの部活動時間や休養日を適切に設定すること
ができたか。

3.47

3.評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見

○テスト採点システムは費用を考えて、可能なら導入してほしい。
○全国学力テストの結果は大変素晴らしい。
○先生方の授業は主体的、対話的で付深い学びとICTを活用して工夫していることがよくわかった。
○学力の面に比べて、運動・体力面でも子どもたちを伸ばしてあげてほしい。

部
活
動

指
導
部

3.50 Ａ

　大麻中学校部活動
の基本方針に則って
部活動の時間や休養
日を設定していく。

事
務
・
教
育
環
境

環
境
部

前
の
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す

前
の
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す

前
の
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す

AA

前
の
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す

前
の
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す

○前期の通知表所見を見直しをすると言うことだが、教員と保護者が学校で顔を合わせる機会が何度もあるので、その時に子どもの交流
ができるから問題ないと思う。学級通信で学級の様子もわかる。


